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　医師には、 2 つの役割がある。 1 つは、病気を
治し、苦痛を和らげる役割。もう 1 つは、患者と
気持ちを通わせる役割だ。前者は、医療者として
患者のために医療行為をすることであるのに対し、
後者は、人として患者のそばに居て寄添うことで
ある。
　通常の臨床医療とは、患者の健康を取り戻すこ
とが目的である。それに対して、ホスピス臨床とは、
たとえ健康が取り戻すことができなくても、患者
に死の意味を与えることだ。すなわち、生死を越
えた「いのち」のありかを共に探し求め、永遠を
想い、今を生きることがホスピス臨床の目的であ
る。ホスピスは、いのちの臨床ともいえる。
　木村敏氏の「関係としての自己」にあるような、
あらゆる生命現象の根底に横たわり、すべての生
物に通底する「いのち（生それ自身）」の通いあい
を目指すのがホスピスである。患者の心の琴線に
触れるような寄り添いこそが、いのちの臨床である。
　なお、ヴォーリズ記念病院ホスピスを舞台にド
キュメンタリー映画『いのちがいちばん輝く日』
が2012年に制作され、2013年 2 月から全国各地で
公開中である。ホスピスの現場から温もりのある
メッセージが届けられ、大きな感動を呼んでいる。
　以上が、講演の概要である。その後、質疑応答
が活発に交わされた。会場からは、「友人がホスピ
スにいるが、どんな声をかけたらよいか。かける
言葉が見つからない」「残された家族へのケアは」
「必ず死で終わるホスピスで、精神的な疲労はない
のか」などの発言があった。
講演者：細井 順 先生
（文責：関　智征［せき・ともゆき］聖学院大学大
学院アメリカ・ヨーロッパ文化学研究科博士後期
課程 2 年）
